
第
８
回
本
部
執
行
委
員

会
は
、
４
月
15
日
（
土
）

11
時
20
分
よ
り
本
部
１
階

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

経
過
報
告
と
議
事
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
事
業
計
画
、
営
業
施
策

に
関
す
る
付
議
に
つ
い

て
（
団
体
交
渉
）

・
17
春
闘
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ

ス
）

（
業
務
）

・
高
松
運
転
所
構
内
に
お

け
る
「
脱
線
事
故
」
に

つ
い
て

（
県
協
定
期
委
員
会
・
春

闘
討
論
集
会
）

・
高
知

（
新
入
社
員
）

・
組
合
加
入
行
動

・
新
入
組
合
員
歓
迎
会

・
共
済
説
明
会

（
職
場
対
話
行
動
）

・
高
知
支
部
、
愛
媛
支
部

（
行
事
）

・
第
５
回
30
周
年
記
念
事

業
検
討
委
員
会

（
財
政
）

・
第
２
回
組
織
財
政
専
門

委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
青
女
役
員
セ
ミ
ナ
ー

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
賃
金
対
策
委
員
会

【
議
事
】

①
団
体
交
渉

・
新
賃
金
、
諸
制
度
改
善
、

夏
季
手
当
（
妥
結
承
認
）

②
平
成
29
年
度
の
夏
季
賞

与
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
（
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

③
第
36
回
定
期
大
会

・
選
挙
管
理
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

・
第
１
回
選
挙
管
理
委
員

会
の
開
催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
管
理
者
コ
ー
ス
」
の

開
催
に
つ
い
て

⑤
支
部
対
抗
軟
式
野
球
大

会
の
開
催
に
つ
い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

・
次
期
（
第
９
回
）
執
行

委
員
会
の
開
催
に
つ
い

て
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
に
お
け
る
本
部

へ
の
連
絡
体
制
に
つ
い

て
・
そ
の
他

第
８
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

職
場
対
話
行
動
は
、

４
月
６
日
の
高
知
地
区

を
皮
切
り
に
、
中
濱
委

員
長
を
は
じ
め
本
部
各

担
当
役
員
及
び
支
部
役

員
に
よ
り
四
国
四
県
全

て
の
職
場
を
対
象
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
春
闘

等
直
近
の
取
り
組
み
経

過
を
は
じ
め
当
面
す
る

諸
課
題
に
つ
い
て
本
部

か
ら
報
告
す
る
と
と
も

に
、
各
職
場
に
お
け
る

組
合
員
の
生
の
声
を
聞

き
、
今
後
の
取
り
組
み

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

集
会
に
参
加
し
た
組

合
員
か
ら
は
、
事
業
計

画
、
中
期
経
営
計
画
、

効
率
化
施
策
を
は
じ
め
、

労
働
条
件
関
係
や
安
全

確
立
等
の
職
場
諸
問
題

や
組
織
問
題
、
政
策
課

題
に
対
す
る
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
等
で
出
さ
れ
た

課
題
・
問
題
点
は
、
今

後
、
集
約
・
精
査
し
、

団
体
交
渉
や
経
営
協
議

会
等
で
反
映
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た

職
場
対
話
行
動
は
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
運
動
の
周

知
と
意
思
統
一
を
図
っ

て
い
く
上
か
ら
も
重
要

な
活
動
と
位
置
付
け
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
し
ま
す
。
引
き
続
き
、

各
級
機
関
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

各

地

区

対

話

行

動

開

催

各
地
区
メ
ー
デ
ー
に
参
加

第
88
回
メ
ー
デ
ー
は
、
４

月
29
日
（
土
）
に
愛
媛
地
区

及
び
高
知
地
区
、
５
月
１
日

（
月
）
に
香
川
地
区
及
び
徳

島
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
も

数
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し

た
。高

松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
高

松
多
目
的
広
場
で
は
、
午
前

９
時
よ
り
香
川
県
メ
ー
デ
ー

中
央
集
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
組
合
員
を
含
む
約
１
５
０
０
人
（
主
催
者
発
表
）
が
集

結
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
連
合
香
川
の
進
藤
会
長
は
、

政
府
の
働
き
方
改
革
の
実
行
計
画
に
お
い
て
残
業
時
間
の
上
限
規
制

に
特
例
が
あ
る
点
に
つ
い
て
「
厚
労
省
の
過
労
死
認
定
基
準
と
同
じ

で
、
納
得
で
き
な
い
水
準
」
と
指
摘
し
、
「
暮
ら
し
の
底
上
げ
を
図

る
た
め
引
き
続
き
団
結
し
て
取
り
組
も
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
「
『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
』
を
つ
く
ろ
う
」

と
の
メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
た
後
、
参
会
者
は
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

で
機
運
を
高
め
、
高
松
市
中
央
通
り
を
デ
モ
行
進
し
た
。

そ
の
他
、
丸
亀
・
松
山
・
徳
島
・
高
知
の
各
メ
ー
デ
ー
会
場
に
お

い
て
も
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、
働
く
者
の

生
活
改
善
を
訴
え
た
。



増
収
レ
ク
を
開
催
！

私
た
ち
徳
島
運
転
所
分
会

は
徳
島
運
転
所
四
国
再
発
見

委
員
会
と
協
賛
し
、
１
月
15

日
に
増
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
阿
佐
海
岸
鉄
道
企
画
な
ご

み
列
車
の
旅
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
12
名
の
参
加

が
あ
り
、
組
合
員
相
互
の
意

見
交
換
を
す
る
と
と
も
に
、

日
頃
の
疲
れ
を
癒
や
し
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

今
後
も
徳
島
運
転
所
四
国

再
発
見
委
員
会
と
協
賛
し
て

分
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

徳
島
運
転
所
分
会

田
代

雅
人

増
収
レ
ク
を
開
催
！

私
た
ち
徳
島
管
理
駅
分
会

は
平
成
29
年
３
月
６
日
、
か

ん
ぽ
の
宿
徳
島
に
て
増
収
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
12

名
参
加
の
も
と
若
手
組
合
員

を
中
心
に
、
労
働
組
合
を
は

じ
め
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
業
務

面
ま
で
冗
談
を
交
え
な
が
ら

楽
し
く
語
り
合
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

今
回
は
運
転
系
統
や
営
業

系
統
、
阿
南
駅
の
組
合
員
が

一
緒
に
参
加
出
来
た
の
で
、

同
じ
駅
係
員
と
い
う
立
場
で

も
こ
ん
な
業
務
を
し
て
い
た

り
悩
み
が
あ
っ
た
り
と
知
る

こ
と
が
出
来
、
大
変
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
徳
島
管
理
駅

分
会
ら
し
く
、
労
働
組
合
に

業
務
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

徳
島
管
理
駅
分
会

岩
水

謙
典

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

香
川
支
部
で
は
、
組
合
員

相
互
の
親
睦
・
団
結
強
化
を

図
る
た
め
、
高
松
地
区
と
多

度
津
地
区
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
２
月
20
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
恒
例
と
な
っ
た
こ
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
本
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
お
い
て

優
勝
を
狙
え
る
選
手
を
選
抜

す
る
と
い
う
予
選
の
意
味
も

兼
ね
て
お
り
、
各
分
会
よ
り

腕
自
慢
・
口
自
慢
の
参
加
者
、

総
勢
88
名
が
参
加
す
る
な
か
、

熱
い
投
球
、
口
撃
な
ど
熾
烈

な
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
本
戦
の
本
部
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
で
は
、
団
体
・
個

人
優
勝
を
狙
う
と
と
も
に
、

香
川
支
部
チ
ー
ム
の
ワ
ン
ツ
ー

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
も
狙
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
レ
ク
・
サ
ー
ク

ル
等
、
様
々
な
行
動
・
集
会

を
開
催
し
、
全
組
合
員
参
加

の
も
と
、
更
な
る
組
織
の
団

結
・
強
化
に
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

香
川
支
部

藤
原

裕

意
見
交
換
会
を
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
管
理
駅
分

会
で
は
、
３
月
７
日
に
宇
多

津
町
「
塩
が
ま
屋
」
に
て
契

約
社
員
の
方
々
と
香
川
支
部

青
女
議
長
を
招
い
て
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
正
社

員
と
は
違
っ
た
視
点
で
の
意

見
や
各
職
場
で
の
問
題
点
、

要
望
や
改
善
案
、
既
存
の
制

度
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
、

充
実
し
た
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
意
見

交
換
の
後
に
は
、
食
事
を
し

な
が
ら
参
加
者
全
員
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
で
の
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

多
度
津
管
理
駅
分
会
で
は
、

今
回
の
意
見
交
換
会
で
挙
げ

ら
れ
た
意
見
の
改
善
に
向
け

一
致
団
結
し
て
今
後
も
組
合

活
動
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま

す
。多

度
津
管
理
駅
分
会

杉
本

慶
太

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
！

私
た
ち
多
度
津
運
転
区
分

会
で
は
、
３
月
13
日
か
ら
16

日
ま
で
の
４
日
間
、
ま
ん
の

う
町
の
サ
ン
ラ
イ
ズ
ヒ
ル
ズ

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
寒
い
日
や
風
の
強
い

日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
鮮
や

か
な
芝
の
緑
の
中
、
右
に
左

に
飛
ん
で
い
く
ボ
ー
ル
を
追

い
な
が
ら
爽
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

ま
た
、
和
気
あ
い
あ
い
と

プ
レ
ー
す
る
人
、
黙
々
と
勝

負
に
徹
す
る
人
と
、
思
い
思

い
の
ラ
ウ
ン
ド
を
過
ご
し
て
、

日
々
の
疲
れ
も
忘
れ
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

そ
の
中
で
、
若
さ
溢
れ
る

プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
で
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
ス
ト
ロ
ー
ク
を
縮

め
た
岡
原
誠
組
合
員
が
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
楽
し

い
サ
ー
ク
ル
活
動
を
計
画
し
、

組
合
員
の
健
康
と
親
睦
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
度
津
運
転
区
分
会

三
井

祐
介

冬
季
レ
ク
を
開
催

私
た
ち
、
愛
媛
保
線
分
会

は
、
２
月
25
日
、
久
万
高
原

町
『
久
万
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
』

に
て
、
ゲ
レ
ン
デ
を
こ
よ
な

く
愛
す
る
組
合
員
５
名
と
そ

の
家
族
で
恒
例
と
な
っ
て
い

る
冬
季
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を

開
催
し
ま
し
た
。

雪
不
足
に
よ
り
、
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
組
合

員
と
そ
の
家
族
の
日
頃
の
行

い
の
お
か
げ
で
、
当
日
は
問

題
な
く
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
ソ

リ
滑
り
を
存
分
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
交

流
を
深
め
る
事
は
が
で
き
ま

し
た
。

今
後
も
、
愛
媛
保
線
分
会

で
は
、
組
合
員
の
親
睦
と
団

結
強
化
を
図
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
媛
保
線
分
会

兵
藤

道
清

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

２
月
25
日
に
松
山
駅
前
の

キ
ス
ケ
ボ
ウ
ル
に
て
愛
媛
電

気
区
分
会
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
分
会
大
会
前
に
開
催
さ
れ

て
い
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の

開
催
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
こ
の
異
例
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
投
球
練
習
か
ら
始

ま
り
、
練
習
も
そ
こ
そ
こ
に

ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
！

結
果
は
、
全
員
が
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
人
が
優
勝
す

る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
優
勝
し
た
人
に

は
特
別
に
何
か
あ
っ
た
わ
け

で
は
無
い
の
で
す
が
、
み
ん

な
か
ら
の
暖
か
い
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
後
に
は

疲
れ
を
癒
や
す
た
め
に
懇
親

会
も
開
か
れ
、
愛
媛
電
気
区

分
会
の
団
結
力
が
よ
り
一
層

強
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

愛
媛
電
気
区
分
会

秋
田

大
介

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
！

本
社
支
部
で
は
、
２
月
15

日(

水)

に
シ
ー
サ
イ
ド
ボ
ウ

ル
高
松
に
て
、
組
合
員
相
互

の
交
流
を
目
的
に
『
本
社
支

部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
』
を
開

催
し
８
分
会
か
ら
総
勢
64
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

熱
い
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
た

時
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

今
後
も
多
く
の
組
合
員
が

参
加
し
や
す
い
行
事
を
企
画

し
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

本
社
支
部

池
田

佳
憲

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

ＪＲ四国労組青年女性会議
第２５回定期委員会の開催について

１ 日時 平成２９年７月１５日（土）１４時より

２ 場所 ホテルアネシス瀬戸大橋

（旧ホテルサンルート瀬戸大橋）

香川県綾歌郡宇多津町浜６番丁８１

TEL 0877-49-2311

３ 議題 平成２８年度経過報告

平成２９年度活動方針（案）
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ユニオンスクール
「特設コース」（管理者セミナー）参加者募集

日 時：平成２９年７月１日（土）13:30～17:00

場 所：宇多津町「ホテルアネシス瀬戸大橋）

（旧ホテルサンルート瀬戸大橋」

対象者：管理者組合員（現場長・助役、非現業部門の

主席クラス）

※ 詳しくはＪＲ四国労組発第９８号を

参照してください。

支部対抗軟式野球大会の開催について

と き：平成２９年６月２０日（火）

ところ：四国コカ・コーラボトリングスタジアム丸亀

香川県丸亀市金倉町９７５番地

TEL 0877-35-8200

対象者：各支部青年女性組合員

※ 詳しくはＪＲ四国労組発第９９号を

参照してください。
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